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●平成27年度　商工会トップセミナー
●青年部だより　●女性部だより
●「平成27年度販路開拓支援プロジェクト」（目利き商談会）
　平成27年度地域ビジネス力育成強化事業 戦略的経営管理普及促進支援
●創業塾・創業プレセミナー開催！　●平成27年度全国展開支援事業
●大宜味村商工会紹介・宜野座村商工会紹介
●百年企業物語
●あれから４０年（西原町商工会）　●小規模事業者持続化補助金採択者の声
●㈱GENKI　経営革新物語
●第18回商工会特産品フェア「ありんくりん市」開催予告

c o n t e n t s

「平成27年度販路開拓支援プロジェクト」
（4ページ上段に関連記事）

支援対象事業者選考会開催！（目利き商談会）



女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

平
成
27
年
度

商
工
会
青
年
部
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
！

経
営
者
又
は
後
継
者
と
し
て
、厳
し
い
経

営
環
境
に
対
応
す
る
た
め
の
知
識
を
習
得
し

地
域
経
済
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、6
月
27

日（
土
）竹
富
町
に
て
、青
年
部
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

前
半
の
部
は
由
布
島
の
産
業
視
察
研
修
を

実
施
し
、　
㈱
由
布
島
の
西
表
晋
作
社
長（
県

青
連
会
長
）よ
り
現
地
説
明
が
行
わ
れ
た
。

午
後
の
部
で
は
、西
表
晋
作
社
長
の
講
演

「
由
布
島
の
歴
史
に
つ
い
て
」誕
生
か
ら
移
転
、

現
在
、今
後
の
由
布
島
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講

話
が
あ
っ
た
。由
布
島
は
海
抜
１．５
メ
ー
ト
ル
、

今
後
、海
水
膨
張
が
進
み
、島
自
体
が
無
く
な

る
こ
と
も
予
想
し
て
い
て
、新
事
業
の
取
組

み
、更
な
る
雇
用
の
拡
大
に
努
め
る
と
述
べ
ら

れ
た
。次
に
、㈱
イ
ン
デ
ィ
ボ
ン
ド
エ
ン
ド
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ス
　
富
原
　
雅
人
氏
に
よ
る（「
夢

実
現
へ
」全
体
像
の
つ
か
み
方
）の
セ
ミ
ナ
ー
が

行
わ
れ
た
。ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
問

題
解
決
、事
業
の
段
取
り
、事
業
の
す
す
め
方

に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
テ
ー
マ「
自
分
の
夢
」に
つ
い
て
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
①
参
加
者
に
自
分
の
夢
を
考
え
て
も

ら
う
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②
そ
の
夢
に
向
か
っ

て
目
標
設
定
を
す
る
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
③
目

標
と
現
状
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
確
認
を
行
う
。ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
④
目
標
を
さ
ら
に
細
か
く
分
解

す
る
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
⑤
分
解
し
た
目
標
を

整
理
す
る
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
⑥
夢
実
現
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
す
る
。と
い
う一
連
の

行
程
を
丁
寧
に
説
明
さ
れ
た
。「
由
布
島
の
歴

史
と
西
表
会
長
の
想
い
、そ
し
て
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、事
業
の
進
め
方
、目
標
達
成
の
た
め
何
を

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
か
、す
ご
く
参
考
に

な
る
研
修
で
あ
っ
た
」と
感
想
が
あ
っ
た
。

平
成
27
年
度

商
工
会
女
性
部
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
!!

商
工
業
に
携
わ
る
女
性
と
し
て
、経
営
の
環

境
変
化
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
の
知
識

を
習
得
し
、地
域
経
済
を
牽
引
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
と

併
せ
て
、商
工
会
女
性
部
の
健
全
な
る
育
成

並
び
に
そ
の
活
動
強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
、6
月
11
日（
木
）〜
12
日（
金
）に
南
城
市

で
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
初
日
は
、ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城

で
約
１
５
０
名
の
女
性
部
員
が
参
加
し
、講
師

に
東
京・銀
座
の「
銀
座
ク
ラ
ブ
稲
葉
」の
マ
マ

で
白
坂
企
画
代
表
の
白
坂
亜
紀
氏
を
招
き
、

「
銀
座
の
マ
マ
に
学
ぶ
経
営
力
・
人
間
力
」を

テ
ー
マ
に
、経
営
に
必
要
な
人
と
の
接
し
方
に

つ
い
て
講
演
し
た
。

白
坂
氏
は「
銀
座
の
バ
ー
は
競
争
が
激
し
く

常
に
淘
汰
さ
れ
て
い
る
。生
き
残
れ
る
の
は
本

物
の
お
も
て
な
し
が
で
き
る
店
で
、笑
顔
や
身

だ
し
な
み
、相
手
へ
の
関
心
や
配
慮
が
大
切
」

と
語
っ
た
。

又
、社
員
教
育
に
も
力
を
い
れ
家
族
を
育
て

る
よ
う
に
社
員
も
大
切
に
育
て
て
い
る
と
の

事
で
あ
っ
た
。

銀
座
の
ビ
ル
の
屋
上
を
利
用
し
た
養
蜂
や

緑
化
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
も
説
明
さ
れ
、

そ
の
活
動
を
行
っ
た
事
に
よ
り
地
域
住
民
と

銀
座
の
お
店
の
人
達
の
交
流
の
き
っ
か
け
と

な
り
地
域
活
性
化
に
繋
が
っ
た
事
も
紹
介
さ

れ
た
。

参
加
者
は
、真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
り
、

メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
。

ま
た
、懇
親
会
で
は
、地
元
の
市
長
、商
工

会
長
等
が
参
加
さ
れ
、地
元
女
性
部
員
に
よ

る
余
興
な
ど
も
あ
り
盛
り
上
が
っ
た
。

二
日
目
は
、県
内
唯
一の
全
女
連
の「
お
も
て

な
し
プ
ラ
ン
」に
登
録
さ
れ
て
い
る
南
城
市
商

工
会
女
性
部
の「
世
界
遺
産
　
斎
場
御
嶽
と

地
域
め
ぐ
り
」を
体
験
し
て
も
ら
い
、地
域
の

魅
力
を
活
用
し
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
て
い
た
だ

く
ヒ
ン
ト
を
学
ん
で
も
ら
う
研
修
を
実
施
し

自
然
の
中
で
地
域
の
文
化
を
体
験
し
な
が
ら

お
も
て
な
し
の
方
法
や
地
域
の
い
い
と
こ
ろ

や
い
い
も
の
を
取
り
入
れ
た
着
地
型
観
光
や

体
験
型
観
光
コ
ー
ス
づ
く
り
を
体
験
し
今
後

の
地
域
振
興
に
役
立
つ
内
容
で
あ
っ
た
。

03 02●商工会会員募集　商工会は行きます。聞きます。提案します。
会員の皆様のお知り合いの方で、まだ、商工会に加入されていない事業所の方がいらっしゃいましたら、ぜひお近くの市町村商工会へご紹介ください。

●CO₂排出権のもうけ話にはご用心！「特商法違反業者への指示処分」について
ＣＯ₂排出権取引受託取次業務の訪問販売に対する違反行為の是正につきまして沖縄総合事務局からのお知らせを掲載しております。くわしくは県連HPをご覧ください。

平
成
27
年
度 

商
工
会
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
！

平
成
27
年
度
商
工
会
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
、
去
る
６
月
25
日

(

木)

〜
26
日(
金)

に
久
米
島
町
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
久
米
ア
イ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

本
研
修
は
、
商
工
会
の
組
織
運
営
を
担
い
、
か
つ
、
地
域
の
繁

栄
と
小
規
模
事
業
者
等
商
工
業
者
の
発
展
を
牽
引
す
る
重
要
な
役

割
を
担
う
商
工
会
長
が
一
堂
に
集
い
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
資
質
の
向
上
と
互
い
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
経
済
の
振
興
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

研
修
で
は
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の
海
老
原
事
務
局
長
よ
り｢

小

規
模
二
法
と
商
工
会
の
役
割｣

に
つ
い
て
特
に
小
規
模
二
法
の
制
定

の
背
景
や
小
規
模
企
業
振
興
の
在
り
方
や
商
工
会
長
の
役
割
と
し

て
、
役
職
員
の
資
質
向
上
に
取
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
し
た
。

次
に
、
沖
縄
県
企
画
調
整
課
主
幹
島
袋
秀
樹
氏
よ
り
、
平
成
26
年

11
月
に｢

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法｣

が
法
律
制
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
市
町
村
の
総
合
戦
略
策
定
に
お
い
て
、
各
関
係
機
関

か
ら
広
く
意
見
を
聞
い
て
戦
略
を
策
定
す
る
の
で
、
商
工
会
長
等

の
地
域
関
係
者
の
協
力
が
求
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
久
米
島
町
の
地
域
活
性
化
の
取
組
み
と
し
て
、
久
米
島

町
役
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
中
村
幸
雄
氏
よ
り
「
久
米
島
海
洋

深
層
水
の
複
合
利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
講
話
で
、
海
洋
深
層

水
の
利
用
で
久
米
島
モ
デ
ル「
耕
水
興
国(

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、

②
食
糧
の
生
産
、③
水
の
製
造)

」
の
構
築
可
能
性
が
説
明
さ
れ
、

現
在
の
久
米
島
の
農
業
収
入
が
年
間
20
億
円
程
度
で
あ
る
の
に
対

し
、
海
洋
深
層
水
関
連
事
業
で
も
年
間
20
億
円
程
度
の
収
入
を
も

た
ら
し
、
久
米
島
の
基
幹
産
業
と
し
て
成
長
し
、
雇
用
も
創
出
で

き
て
い
る
こ
と
に
大
変
参
考
に
な
る
内
容
で
あ
っ
た
。

研
修
２
日
目
は
、
久
米
島
海
洋
深
層
水
関
連
施
設
を
視
察
し
、

実
際
に
海
洋
深
層
水
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
し
て
い
る
企
業

講師の白坂 亜紀氏

視察の様子

の
取
組
み
等
を
学
び
、
各
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
参
考
に

な
る
研
修
で
あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
「
商
工
会
長
と
し
て
の
役
割
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」、「
地
域
の
産
業
振
興
で
雇
用
の
創
出
が
で
き
る
こ
と
の
重
要

性
を
学
べ
た
」、「
多
く
の
方
と
交
流
を
深
め
、
情
報
交
換
が
で
き
、

今
後
の
活
動
の
励
み
に
な
る
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

研修企業視察（沖縄県車海老種苗供給センター）

嘉手苅久米島商工会長の歓迎挨拶當山県連会長の挨拶

セミナーの様子講師の富原 雅人氏

講話をする西表社長（県青連会長）
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金
）に
南
城
市

で
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
初
日
は
、ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城

で
約
１
５
０
名
の
女
性
部
員
が
参
加
し
、講
師

に
東
京・銀
座
の「
銀
座
ク
ラ
ブ
稲
葉
」の
マ
マ

で
白
坂
企
画
代
表
の
白
坂
亜
紀
氏
を
招
き
、

「
銀
座
の
マ
マ
に
学
ぶ
経
営
力
・
人
間
力
」を

テ
ー
マ
に
、経
営
に
必
要
な
人
と
の
接
し
方
に

つ
い
て
講
演
し
た
。

白
坂
氏
は「
銀
座
の
バ
ー
は
競
争
が
激
し
く

常
に
淘
汰
さ
れ
て
い
る
。生
き
残
れ
る
の
は
本

物
の
お
も
て
な
し
が
で
き
る
店
で
、笑
顔
や
身

だ
し
な
み
、相
手
へ
の
関
心
や
配
慮
が
大
切
」

と
語
っ
た
。

又
、社
員
教
育
に
も
力
を
い
れ
家
族
を
育
て

る
よ
う
に
社
員
も
大
切
に
育
て
て
い
る
と
の

事
で
あ
っ
た
。

銀
座
の
ビ
ル
の
屋
上
を
利
用
し
た
養
蜂
や

緑
化
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
も
説
明
さ
れ
、

そ
の
活
動
を
行
っ
た
事
に
よ
り
地
域
住
民
と

銀
座
の
お
店
の
人
達
の
交
流
の
き
っ
か
け
と

な
り
地
域
活
性
化
に
繋
が
っ
た
事
も
紹
介
さ

れ
た
。

参
加
者
は
、真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
り
、

メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
。

ま
た
、懇
親
会
で
は
、地
元
の
市
長
、商
工

会
長
等
が
参
加
さ
れ
、地
元
女
性
部
員
に
よ

る
余
興
な
ど
も
あ
り
盛
り
上
が
っ
た
。

二
日
目
は
、県
内
唯
一の
全
女
連
の「
お
も
て

な
し
プ
ラ
ン
」に
登
録
さ
れ
て
い
る
南
城
市
商

工
会
女
性
部
の「
世
界
遺
産
　
斎
場
御
嶽
と

地
域
め
ぐ
り
」を
体
験
し
て
も
ら
い
、地
域
の

魅
力
を
活
用
し
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
て
い
た
だ

く
ヒ
ン
ト
を
学
ん
で
も
ら
う
研
修
を
実
施
し

自
然
の
中
で
地
域
の
文
化
を
体
験
し
な
が
ら

お
も
て
な
し
の
方
法
や
地
域
の
い
い
と
こ
ろ

や
い
い
も
の
を
取
り
入
れ
た
着
地
型
観
光
や

体
験
型
観
光
コ
ー
ス
づ
く
り
を
体
験
し
今
後

の
地
域
振
興
に
役
立
つ
内
容
で
あ
っ
た
。

03 02●商工会会員募集　商工会は行きます。聞きます。提案します。
会員の皆様のお知り合いの方で、まだ、商工会に加入されていない事業所の方がいらっしゃいましたら、ぜひお近くの市町村商工会へご紹介ください。

●CO₂排出権のもうけ話にはご用心！「特商法違反業者への指示処分」について
ＣＯ₂排出権取引受託取次業務の訪問販売に対する違反行為の是正につきまして沖縄総合事務局からのお知らせを掲載しております。くわしくは県連HPをご覧ください。

平
成
27
年
度 

商
工
会
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
！

平
成
27
年
度
商
工
会
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
、
去
る
６
月
25
日

(

木)

〜
26
日(

金)

に
久
米
島
町
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
久
米
ア
イ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

本
研
修
は
、
商
工
会
の
組
織
運
営
を
担
い
、
か
つ
、
地
域
の
繁

栄
と
小
規
模
事
業
者
等
商
工
業
者
の
発
展
を
牽
引
す
る
重
要
な
役

割
を
担
う
商
工
会
長
が
一
堂
に
集
い
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
資
質
の
向
上
と
互
い
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
経
済
の
振
興
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

研
修
で
は
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の
海
老
原
事
務
局
長
よ
り｢

小

規
模
二
法
と
商
工
会
の
役
割｣

に
つ
い
て
特
に
小
規
模
二
法
の
制
定

の
背
景
や
小
規
模
企
業
振
興
の
在
り
方
や
商
工
会
長
の
役
割
と
し

て
、
役
職
員
の
資
質
向
上
に
取
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
し
た
。

次
に
、
沖
縄
県
企
画
調
整
課
主
幹
島
袋
秀
樹
氏
よ
り
、
平
成
26
年

11
月
に｢

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法｣

が
法
律
制
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
市
町
村
の
総
合
戦
略
策
定
に
お
い
て
、
各
関
係
機
関

か
ら
広
く
意
見
を
聞
い
て
戦
略
を
策
定
す
る
の
で
、
商
工
会
長
等

の
地
域
関
係
者
の
協
力
が
求
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
久
米
島
町
の
地
域
活
性
化
の
取
組
み
と
し
て
、
久
米
島

町
役
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
中
村
幸
雄
氏
よ
り
「
久
米
島
海
洋

深
層
水
の
複
合
利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
講
話
で
、
海
洋
深
層

水
の
利
用
で
久
米
島
モ
デ
ル「
耕
水
興
国(

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、

②
食
糧
の
生
産
、③
水
の
製
造)

」
の
構
築
可
能
性
が
説
明
さ
れ
、

現
在
の
久
米
島
の
農
業
収
入
が
年
間
20
億
円
程
度
で
あ
る
の
に
対

し
、
海
洋
深
層
水
関
連
事
業
で
も
年
間
20
億
円
程
度
の
収
入
を
も

た
ら
し
、
久
米
島
の
基
幹
産
業
と
し
て
成
長
し
、
雇
用
も
創
出
で

き
て
い
る
こ
と
に
大
変
参
考
に
な
る
内
容
で
あ
っ
た
。

研
修
２
日
目
は
、
久
米
島
海
洋
深
層
水
関
連
施
設
を
視
察
し
、

実
際
に
海
洋
深
層
水
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
し
て
い
る
企
業

講師の白坂 亜紀氏

視察の様子

の
取
組
み
等
を
学
び
、
各
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
参
考
に

な
る
研
修
で
あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
「
商
工
会
長
と
し
て
の
役
割
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」、「
地
域
の
産
業
振
興
で
雇
用
の
創
出
が
で
き
る
こ
と
の
重
要

性
を
学
べ
た
」、「
多
く
の
方
と
交
流
を
深
め
、
情
報
交
換
が
で
き
、

今
後
の
活
動
の
励
み
に
な
る
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

研修企業視察（沖縄県車海老種苗供給センター）

嘉手苅久米島商工会長の歓迎挨拶當山県連会長の挨拶

セミナーの様子講師の富原 雅人氏

講話をする西表社長（県青連会長）



本事業は、県内小規模事業者・個人事業者等に対して、勘や経験に基づく成り行き経営から計画に基づく戦略
的経営へと経営体質をシフトチェンジできるよう個別支援を行うものである。また、セミナー開催や個別支援の成
果報告会の開催を通じて、経営環境の変化に応じた事業経営を可能とする戦略的経営管理の普及促進に取り組む。
本事業では、管理会計の手法を元に、自社の数字を把握するために自計化を行い、経営計画を策定し、進捗管
理にて計画対比を確認し、改善すべき点を見つけ、軌道修正していく、P(Plan)⇒D(Do)⇒Check(C)⇒Action
(A) の経営サイクルを定着させる。

「平成27年度販路開拓支援プロジェクト創業塾in名護が開催！

創業プレセミナー開催！

平成27年度全国展開支援事業　採択商工会一覧
【１次採択】

（2015 年 6 月 14 日～7 月 12 日（毎週日曜全 5 回）） 支 援 対 象 事 業 者 選 考 会 開 催！ （ 目 利 き商 談 会 ）

平成 27 年度  地域ビジネス力育成強化事業 戦略的経営管理普及促進支援

8月7日（金）、ロワジールホテル那覇にて、平成27年度販路開拓支援プロジェクトにおける支援対象事業者の
選考会と事業説明会を兼ねた、目利き商談会が開催された。（表紙参照）
沖縄県商工会連合会では、商工会地域の中小・小規模事業者の販路拡大支援のひとつとして、首都圏で開催さ
れる認知度と注目度の高い大規模商談会への出展支援を行い、新たな流通チャネル獲得による販路拡大を図ること
を目的として、県外大規模商談会へ沖縄県商工会連合会として初の独自ブースを出展する。今回の目利き商談会
は、大規模商談会へ出展する事業者の選考会として開催された。
当日は、県内各商工会から推薦された36事業所が参加し、自社商品の積極的なＰＲが行われるとともに、専門

家による商品の改善点や課題へのアドバイス等も行われ、食品の部13事業者・非食品の部12事業者が選考された。
同事業では、今後、大規模商談会への出展支援だけでなく、県外で活躍する専門家を招聘し、継続的な個別支
援によるブラッシュアップ等を図りながら、高い成約率獲得に向けた包括的支援が実施される。

創業塾は、創業希望者を主な対象に、自身の創業への「思い」を、「創業プラン」として具現化することを最終
目標とし、そのためのノウハウの修得や諸支援の活用方法として主に、①経営戦略：経営戦略理論 BASICS の枠組
みを基にした経営戦略の考え方、②マーケティング：顧客の人物像を精緻にイメージするアプローチ等から商品・サー
ビスの売り方（販売戦略・戦術）、③沖縄県立図書館の提供する商圏分析ツール「MieNa(ﾐｰﾅ)」を活用して、当該
地の諸データから創業の実現可能性を検証、④「創業プラン」を作成しました。創業塾は年 3 回（名護会場、豊見
城会場（10月実施予定）、石垣会場（1月実施予定））開催予定です。

創業に関心のある方に対しては、「創業の心構え」・「経営者の資質」・「儲けるしくみと重要性」などをテーマとした、
『創業プレセミナー』を無料で実施しています。創業プレセミナーは年 3 回（豊見城会場（7 月実施）、石垣会場
（11月実施予定）、名護会場（2月実施予定））開催予定です。

商談会の様子

1 事業の目的

本事業では、応募した中から30事業者程度を対象として個別指導を行う。個別指導は、本事業専任アドバイ
ザー並びに商工会や商工会議所等の経営指導員、公認会計士、税理士が担当する。
まず、現状把握より、経営目標・課題解決に対する具体的なアクションプランを作成し、定期的な指導等(巡回
支援)を実施する。また、定期的な指導等により明確になった経営課題の解決に対して高度な専門知識か必要と
判断した際に、最適な専門家を派遣し経営課題の解決に努める。

2 支援の内容

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

石垣市商工会
宮古島市伊良部商工会

伊是名村商工会
恩納村商工会

今帰仁村商工会
名護市商工会
本部町商工会
東村商工会
嘉手納町商工会

北中城村商工会

竹富町商工会

金武町商工会

うるま市商工会

下地黒糖加工所
豊見山石油
くば屋ぁ
大富共同売店
伊是名酒造所
ひまわり看護訪問ステーション合同会社
アイソトープス
家例家
共栄社
ミニクラブ水華
Birth the suite
輝喜重機
みよ家
GREEN MARKET
ペットショップオンリーワン
バケネコ

仲村指導員
仲間指導員

長浜指導員
金城指導員
宇茂佐指導員
名嘉真指導員
新里指導員
諸見里指導員
玉城指導員
宇根指導員
小湾指導員
満名指導員
阿慶田指導員
内間指導員

石川指導員
先島

北部

中部

No. 商工会 事業者名 指導員

1

2

3

4

5

6

7

糸満市商工会

今帰仁村商工会

北谷町商工会

宮古島市
伊良部商工会

竹富町商工会

うるま市商工会

南城市商工会

調査研究事業

本体事業 1 年目

本体事業 2 年目

商工会 申請事業 事業名

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

宜野湾市商工会
北谷町商工会
中城村商工会
西原町商工会

南城市商工会

南風原町商工会
八重瀬町商工会
座間味村商工会
南大東村商工会

読谷村商工会

糸満市商工会

米須指導員

丸光
スターティングポジション
はごろも牧場
㈱七色
ミセスリビング
三建設備株式会社
高山ソイル産業
薬局 えぱわーな～
高原の駅なんじょう
いこい整骨院
みなもとや
プロ機材 .com
ヤエセ自動車
座間味島物産協同組合
てぃだぬ家

饒波指導員
玉城指導員
宮里指導員
喜屋武指導員

中馬指導員
金城指導員
與那嶺指導員
小暮指導員
仲里指導員
金城指導員
喜屋武指導員
荻堂指導員
国吉指導員

中部

南部

No. 商工会 事業者名 指導員

「道の駅 - いとまん」地域と観光客のつながりを求める“ 場 ”推進事業
【概要】「道の駅いとまん」は糸満市のつながりを創る場である。道の駅から糸満市の着地プログ

ラムで周遊したり、食や造作等の体験型プログラムも可能である。沖縄独特の食材から伝
統文化までここでは色々な楽しみ方や時間の使い方が多くある。

【２次採択】

今帰仁村商工会

商工会 申請事業 事業名
ふるさと納税市場への参入と代行業務の事業化
【概要】ふるさと納税と特産品利活用促進を村に提言し内諾を得る（H27.6)。ふるさと納税寄付

者増と特産品 PR の両立を図るべく、既存商品のブラッシュアップ、代行業務事業化の調査
研究を行い、地域内資金循環、雇用、人材育成を図る。

琉球王朝と農と食と観光を伝える今帰仁プレミアム創成プロジェクト
【概要】今帰仁の豊かな地域資源を専門家の力を得て全国及び海外の消費者や観光客が訪れ買い

求める、農と食と観光の今帰仁プレミアム料理・商品を創り上げる事で、地域振興、経済
の活性化、雇用の創出を図り村民所得向上に寄与する。

北谷おもてなし観光開発プロジェクト
【概要】北谷観光の新たな地域資源の発掘、およびこれまでの観光メニューにはない北谷ならでは

のホスピタリティあふれる体験型観光サービスの開発とまちづくりに重点を置いた調査研究
を行う。

伊良部大橋開通の観光変化をチャンスに！観光立島プロジェクト
【概要】伊良部大橋開通により、人の流れ、消費動向が激変し、観光客の急増と島内消費の流出

への対応が急務となっている。そこで、観光マーケティング調査に基づく、戦略的な体験メ
ニューや消費促進の仕組みづくり、情報発信を通じて、地域活力の向上を図る。

沖縄県初！闘牛文化リマスタープロジェクト
【概要】全国でも数少ない県下随一を誇る闘牛文化を魅了ある観光商品 ( 体験ツアー・特産品等）

として開発・構築し、県内外の誘客によりうるま市を PR し、市内消費、交流人口、6 次産
業の連携を図り、地域経済への波及効果を創出する。

「地域の魅力体験」と「復活の竹細工」プロジェクトパートⅡ
【概要】集落の魅力を活かした実験イベントの実施、竹細工の情報発信と生産工程の合理化研究

及び、平成 26 年度開発試作品の改良・商品化に向けた取組みと土産好適品の開発と展示
会等の開催及び出展を行う。

竹富町９島の統一ブランド構築と各島々の特色ある特産品開発調査研究
【概要】年間１００万超の国内及び外国人観光客を魅了する９つの島々の特産品開発と９島統一ブ

ランド構築とそれらの普及ツールの調査研究を行う。

調査事業 1 年目

05 04●エキスパート派遣事業
あなたの経営をサポート！専門家のアドバイスをうけてみませんか！

●商工会青年部・女性部　新人部員募集中
事業家として自らを見つめ直し、部員としての誇りと自信を持って、地域に根差した活動の展開で更に事業所の発展を目指しませんか。



本事業は、県内小規模事業者・個人事業者等に対して、勘や経験に基づく成り行き経営から計画に基づく戦略
的経営へと経営体質をシフトチェンジできるよう個別支援を行うものである。また、セミナー開催や個別支援の成
果報告会の開催を通じて、経営環境の変化に応じた事業経営を可能とする戦略的経営管理の普及促進に取り組む。
本事業では、管理会計の手法を元に、自社の数字を把握するために自計化を行い、経営計画を策定し、進捗管
理にて計画対比を確認し、改善すべき点を見つけ、軌道修正していく、P(Plan)⇒D(Do)⇒Check(C)⇒Action
(A) の経営サイクルを定着させる。

「平成27年度販路開拓支援プロジェクト創業塾in名護が開催！

創業プレセミナー開催！

平成27年度全国展開支援事業　採択商工会一覧
【１次採択】

（2015 年 6 月 14 日～7 月 12 日（毎週日曜全 5 回）） 支 援 対 象 事 業 者 選 考 会 開 催！ （ 目 利 き商 談 会 ）

平成 27 年度  地域ビジネス力育成強化事業 戦略的経営管理普及促進支援

8月7日（金）、ロワジールホテル那覇にて、平成27年度販路開拓支援プロジェクトにおける支援対象事業者の
選考会と事業説明会を兼ねた、目利き商談会が開催された。（表紙参照）
沖縄県商工会連合会では、商工会地域の中小・小規模事業者の販路拡大支援のひとつとして、首都圏で開催さ
れる認知度と注目度の高い大規模商談会への出展支援を行い、新たな流通チャネル獲得による販路拡大を図ること
を目的として、県外大規模商談会へ沖縄県商工会連合会として初の独自ブースを出展する。今回の目利き商談会
は、大規模商談会へ出展する事業者の選考会として開催された。
当日は、県内各商工会から推薦された36事業所が参加し、自社商品の積極的なＰＲが行われるとともに、専門

家による商品の改善点や課題へのアドバイス等も行われ、食品の部13事業者・非食品の部12事業者が選考された。
同事業では、今後、大規模商談会への出展支援だけでなく、県外で活躍する専門家を招聘し、継続的な個別支
援によるブラッシュアップ等を図りながら、高い成約率獲得に向けた包括的支援が実施される。

創業塾は、創業希望者を主な対象に、自身の創業への「思い」を、「創業プラン」として具現化することを最終
目標とし、そのためのノウハウの修得や諸支援の活用方法として主に、①経営戦略：経営戦略理論 BASICS の枠組
みを基にした経営戦略の考え方、②マーケティング：顧客の人物像を精緻にイメージするアプローチ等から商品・サー
ビスの売り方（販売戦略・戦術）、③沖縄県立図書館の提供する商圏分析ツール「MieNa(ﾐｰﾅ)」を活用して、当該
地の諸データから創業の実現可能性を検証、④「創業プラン」を作成しました。創業塾は年 3 回（名護会場、豊見
城会場（10月実施予定）、石垣会場（1月実施予定））開催予定です。

創業に関心のある方に対しては、「創業の心構え」・「経営者の資質」・「儲けるしくみと重要性」などをテーマとした、
『創業プレセミナー』を無料で実施しています。創業プレセミナーは年 3 回（豊見城会場（7 月実施）、石垣会場
（11月実施予定）、名護会場（2月実施予定））開催予定です。

商談会の様子

1 事業の目的

本事業では、応募した中から30事業者程度を対象として個別指導を行う。個別指導は、本事業専任アドバイ
ザー並びに商工会や商工会議所等の経営指導員、公認会計士、税理士が担当する。
まず、現状把握より、経営目標・課題解決に対する具体的なアクションプランを作成し、定期的な指導等(巡回
支援)を実施する。また、定期的な指導等により明確になった経営課題の解決に対して高度な専門知識か必要と
判断した際に、最適な専門家を派遣し経営課題の解決に努める。

2 支援の内容

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

石垣市商工会
宮古島市伊良部商工会

伊是名村商工会
恩納村商工会

今帰仁村商工会
名護市商工会
本部町商工会
東村商工会
嘉手納町商工会

北中城村商工会

竹富町商工会

金武町商工会

うるま市商工会

下地黒糖加工所
豊見山石油
くば屋ぁ
大富共同売店
伊是名酒造所
ひまわり看護訪問ステーション合同会社
アイソトープス
家例家
共栄社
ミニクラブ水華
Birth the suite
輝喜重機
みよ家
GREEN MARKET
ペットショップオンリーワン
バケネコ

仲村指導員
仲間指導員

長浜指導員
金城指導員
宇茂佐指導員
名嘉真指導員
新里指導員
諸見里指導員
玉城指導員
宇根指導員
小湾指導員
満名指導員
阿慶田指導員
内間指導員

石川指導員
先島

北部

中部

No. 商工会 事業者名 指導員

1

2

3

4

5

6

7

糸満市商工会

今帰仁村商工会

北谷町商工会

宮古島市
伊良部商工会

竹富町商工会

うるま市商工会

南城市商工会

調査研究事業

本体事業 1 年目

本体事業 2 年目

商工会 申請事業 事業名

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

宜野湾市商工会
北谷町商工会
中城村商工会
西原町商工会

南城市商工会

南風原町商工会
八重瀬町商工会
座間味村商工会
南大東村商工会

読谷村商工会

糸満市商工会

米須指導員

丸光
スターティングポジション
はごろも牧場
㈱七色
ミセスリビング
三建設備株式会社
高山ソイル産業
薬局 えぱわーな～
高原の駅なんじょう
いこい整骨院
みなもとや
プロ機材 .com
ヤエセ自動車
座間味島物産協同組合
てぃだぬ家

饒波指導員
玉城指導員
宮里指導員
喜屋武指導員

中馬指導員
金城指導員
與那嶺指導員
小暮指導員
仲里指導員
金城指導員
喜屋武指導員
荻堂指導員
国吉指導員

中部

南部

No. 商工会 事業者名 指導員

「道の駅 - いとまん」地域と観光客のつながりを求める“ 場 ”推進事業
【概要】「道の駅いとまん」は糸満市のつながりを創る場である。道の駅から糸満市の着地プログ

ラムで周遊したり、食や造作等の体験型プログラムも可能である。沖縄独特の食材から伝
統文化までここでは色々な楽しみ方や時間の使い方が多くある。

【２次採択】

今帰仁村商工会

商工会 申請事業 事業名
ふるさと納税市場への参入と代行業務の事業化
【概要】ふるさと納税と特産品利活用促進を村に提言し内諾を得る（H27.6)。ふるさと納税寄付

者増と特産品 PR の両立を図るべく、既存商品のブラッシュアップ、代行業務事業化の調査
研究を行い、地域内資金循環、雇用、人材育成を図る。

琉球王朝と農と食と観光を伝える今帰仁プレミアム創成プロジェクト
【概要】今帰仁の豊かな地域資源を専門家の力を得て全国及び海外の消費者や観光客が訪れ買い

求める、農と食と観光の今帰仁プレミアム料理・商品を創り上げる事で、地域振興、経済
の活性化、雇用の創出を図り村民所得向上に寄与する。

北谷おもてなし観光開発プロジェクト
【概要】北谷観光の新たな地域資源の発掘、およびこれまでの観光メニューにはない北谷ならでは

のホスピタリティあふれる体験型観光サービスの開発とまちづくりに重点を置いた調査研究
を行う。

伊良部大橋開通の観光変化をチャンスに！観光立島プロジェクト
【概要】伊良部大橋開通により、人の流れ、消費動向が激変し、観光客の急増と島内消費の流出

への対応が急務となっている。そこで、観光マーケティング調査に基づく、戦略的な体験メ
ニューや消費促進の仕組みづくり、情報発信を通じて、地域活力の向上を図る。

沖縄県初！闘牛文化リマスタープロジェクト
【概要】全国でも数少ない県下随一を誇る闘牛文化を魅了ある観光商品 ( 体験ツアー・特産品等）

として開発・構築し、県内外の誘客によりうるま市を PR し、市内消費、交流人口、6 次産
業の連携を図り、地域経済への波及効果を創出する。

「地域の魅力体験」と「復活の竹細工」プロジェクトパートⅡ
【概要】集落の魅力を活かした実験イベントの実施、竹細工の情報発信と生産工程の合理化研究

及び、平成 26 年度開発試作品の改良・商品化に向けた取組みと土産好適品の開発と展示
会等の開催及び出展を行う。

竹富町９島の統一ブランド構築と各島々の特色ある特産品開発調査研究
【概要】年間１００万超の国内及び外国人観光客を魅了する９つの島々の特産品開発と９島統一ブ

ランド構築とそれらの普及ツールの調査研究を行う。

調査事業 1 年目

05 04●エキスパート派遣事業
あなたの経営をサポート！専門家のアドバイスをうけてみませんか！

●商工会青年部・女性部　新人部員募集中
事業家として自らを見つめ直し、部員としての誇りと自信を持って、地域に根差した活動の展開で更に事業所の発展を目指しませんか。



長寿の里、芭蕉布の里、ぶながやの里、シークヮーサーの里と4つのキーワードがある大宜味村。沖縄本島北部に大らかな自然豊
かな場所に位置し、人口約3300人と小さな村です。その地域にある大宜味村商工会は昭和53年5月に設立され、今年度の総会に
て、宮城弘隆新会長が選任され、宮城会長は35歳という若さで会長職に就任しました。総会後の懇親会での挨拶で、「会長職という
重責を担うにあたって、まだ早いのではないかと現時点でも思っているが、会員事業所の皆様の信頼を得てこそ会長職としての役
目を果たすことが出来る。なので、地域の商工業の経営改善を図るために、商工会の役割を再認識したい。そのためにも、会員事業
所への挨拶を兼ねて回りつつ、意見を積極的に募り、村や県、国の仕組みを活用して活性化に繋げたい。」と、35歳という若さを強
みに行動していくと述べられました。
現在、宮城会長は就任して約3ヶ月、仕事の合間や仕事終わりに会員事業所を回っている最中です。
また、宮城会長以外にも新役員が9名就任し、今年度より新体制となっております。役員の方々もバイタリティーが溢れる方々で
あり、団結力が持ち味で、大宜味村夏まつりに青年部が企画運営をしているハーリー大会にも初参加し、盛り上げてくれました。ま
た、ここ何年間かなかったクリーン活動も青年部と大宜味村建設業者会を呼びかけ、地域貢献の一環として取り組みました。
その新体制のもと平成27年度事業計画の重点事業として、①経営改善普及事業の充実強化（スーパーバイザーとの連携による
支援、エキスパート派遣推進等）、②会員加入増強推進、③共済推進、④青年部の育成及び活動強化、⑤商工観光振興委員会活動
強化の5点を挙げています。また、今年度に消費喚起として大宜味村では初めてとなるプレミアム付き商品券事業を8月3日よりス
タートさせています。プレミアム率20％を含む1200万円の発行額で実施しており、大宜味村では利用する場所がないから事業完
了することが出来るかどうかという不安の声が始める前にありましたが、8月末時点で残り約370万円（プレミアム分を含む）と順調
に販売しております。当事業は村外の消費購買流失を防ぐと共に、村内商工業の売上に少しでも寄与することで経営改善を図るこ
とを目的として実施しています。大宜味村商工会としては、地域の経済効果を作り上げると同時に、それだけでは根本的に改善に繋
がらないので、重点事業①での個々の事業所の経営改善を図るために、あらゆる資源を活用及び連携を図り支援しています。
また、人材育成として青年部の活動強化を図るために、まつりテナントでのそれぞれの役割を与え、目標計画を立て、実行する。そ

して、結果を見直し、次回に活かすというPDCAを商工会青年部だからこそ意識し、実施しています。その他に視察研修を今年度に
実施予定しています。
その他、商工観光振興委員会において会員事業の特産品を盛り込んだ大宜味ギフトセット企画予定をしており、ただ販売するの
ではなく、ふるさと納税を絡めた新たな形での販売をしていくことを予定しています。
最後に、会員事業所のために何が出来るかを意識し、役職員一丸となって商工業の発展に尽力し、大宜味村の地域活性化に繋げ

ていきたいと思います。

大宜味村商工会の紹介

宜野座村は沖縄本島のほぼ中央（へそ）に位置し、南は太平洋に面し、北は古知屋岳、ガラマン岳、漢那岳など山地・段丘部となって
おり、5つのダムを有する自然豊な村です。昭和21年4月に旧金武村（現金武町）から分村し「宜野座村」となりました。基幹産業の農業
は平成22年には「有機の里宜野座村」を宣言し、平成25年にはマンゴーの拠点産地に認定されています。
また、情報通信産業特別区及び振興地域として指定されサーバースペースとコールセンターからなる「宜野座サーバーファーム」が
あり、現在数百名の従業員が入居企業に雇用されるなど地域活性化に寄与しています。
観光振興にも力を入れており「カンナヴィラリゾート」や海洋資源を使用したタラソテラピーが利用できる施設「かりゆしカンナタラソ

ラグーナ」、東海岸初めての登録となる「道の駅ぎのざ（未来ぎのざ）」など観光誘客施設等も充実しています。
近年は、「阪神タイガース春季キャンプ地」や「沖縄バーガーフェスタＩＮぎのざ」で約1万人を集客するイベントを開催するなど注目を
集めている村です。
宜野座村商工会では、宜野座村役場との連携により「水と緑と太陽の里商品券」を販売し地域購買力の流出を防止するとともに小規
模事業者の売上アップに貢献する事業や商工会フェスティバルなど実施し地域経済の活性化に努めています。

宜野座村商工会の紹介

沖縄宜野座産紅豚とからし菜の完熟マンゴーソースバーガー全国ご当地バーガーグランプリへ出場する、炭火家　てんぷすの金城家主

「第 3 回沖縄バーガーフェスタＩＮぎのざ」
開催日：平成 27 年 11月 29 日（日）
場　所：漢那ダム多目的広場
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屋
根
の

あ
る
建
物
を
建
て
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
夫
が
立
替
え
、
１
階
に
テ
レ
ビ

店
と
手
芸
店
を
併
設
。

与
那
原
町
商
工
会
の
設
立
発
起
人
副
会

長
と
な
っ
た
夫
で
し
た
が
、
家
を
建
て
た

頃
に
病
気
で
亡
く
な
り
、
そ
の
時
、
５
人

の
子
供
達
は
、
奨
学
金
を
受
け
勉
学
に
も

励
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
約
25
年
前
に
長
男

が
３
階
建
て
に
立
替
え
て
、
そ
の
時
か
ら

２
階
部
分
に
店
を
移
し
て
い
ま
す
。

明
治
初
頭
か
ら
5
代
継
承
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
1
3
5
年
の
世
代
を
超
え
て
、「
嫁

が
継
承
し
て
き
た
事
業
」
あ
る
い
は
、「
妻

が
支
え
た
家
族
経
営
」ま
た
は「
母
が
守
っ

た
店
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
改
め
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
起

さ
れ
ま
す
か
。

厳
格
な
舅
姑
で
し
た
。

手
芸
店
を
開
業
し
て
か
ら
、
あ
っ
と
い

う
間
の
50
年
で
し
た
。

と
に
か
く
死
に
も
の
狂
い
で
や
っ
て
き

ま
し
た
。（
今
は
少
し
熱
も
冷
め
て
い
ま

す
が
（
笑
））

商
売
を
永
く
継
続
し
て
き
て
い
る
お
店
も

沖
縄
に
は
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
さ
ら
に
多
く
の
事
業
所
が
次
の

1
0
0
年
企
業
を
目
指
し
て
歩
ん
で
い
け

る
よ
う
に
、
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

私
は
、
誰
か
に
向
け
て
お
話
を
で
き
る

よ
う
な
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
お
店

も
75
歳
ま
で
と
い
う
予
定
で
し
た
が
、
今

85
歳
で
す
。

最
近
は
目
が
痛
く
な
っ
た
り
、
お
腹
が

痛
く
な
っ
た
り
、
特
に
肩
が
と
て
も
凝
っ

て
時
々
病
院
へ
通
っ
て
い
ま
す
。
手
芸
は

忍
耐
が
必
要
な
の
で
、
好
き
じ
ゃ
な
い
と

で
き
ま
せ
ん
。

心
と
時
間
の
ゆ
と
り
が
あ
る
か
ら
で
き

る
こ
と
な
の
で
、
と
て
も
贅
沢
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

昔
は
、
店
に
人
が
集
ま
っ
て
、
手
芸
を

通
し
て
人
と
の
触

れ
合
い
、
人
の
輪

の
広
が
り
が
あ
り

ま
し
た
。

手
作
り
の
良

さ
、
面
白
さ
、
楽

し
さ
を
子
供
達
に

知
っ
て
も
ら
え
れ

ば
幸
せ
で
す
。
イ

ン
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ー
ネ
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ト
で
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品
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っ
て
み

た
い
と
も
思
い
ま

す
が
、
嫁
に
話
そ

う
か
ど
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か
迷
っ

て
い
ま
す
（
笑
）

当
日
の
限
ら
れ
た
わ
ず
か
な
時
間
の
中

で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
拘
ら
ず
、
快
く
、

親
切
丁
寧
に
我
々
の
訪
問
に
ご
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
津
波
古
秀
子
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
は
、
手
芸
の
材
料
を
買
い
求
め
る

お
客
様
が
、
価
格
の
安
い
店
舗
に
流
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る
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の
こ
と
で
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人
が
人
に
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る
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と
で
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か
繋
い
で
い

け
な
い
、
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な
い
価
値
が
あ
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つ
は
こ
手
芸
店 

百
年
企
業
物
語

与
那
原
町
商
工
会

経
営
指
導
員
　崎
間
　
　肇

南
部
地
域
分
室

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

　高
江
洲
　勤

～とにかく死にもの狂いでやってきました～

取
材
後
記

家伝、家訓、経営上伝承されてきた事柄
● 人を思いやる気持ちがなければ
　 商売は成り立たない。
● 苦しいときも小言を言わずに
　 働き続ければいつか必ず報われる。
● 学問は必ず身を助ける。勉学に励むべし。

創業当時の様子が記載されている「米氏門中録」
編集者は創業者の孫　津波古秀行

取材を受ける５代目津波古秀子さんと
崎間経営指導員

整理整頓された店内

07 06
消費税転嫁対策相談窓口
●消費税の相談は　商工会へＧＯ！
消費税転嫁対策相談窓口

●中小企業・小規模事業者ビジネス創業等支援事業 ～支援ポータルサイトが立ち上がりました。～　
　中小企業診断士、税理士や弁護士、公認会計士、司法書士、社会保険労務士、等の専門家に直接ご相談できる機会を設けています。（専門家派遣事業）



長寿の里、芭蕉布の里、ぶながやの里、シークヮーサーの里と4つのキーワードがある大宜味村。沖縄本島北部に大らかな自然豊
かな場所に位置し、人口約3300人と小さな村です。その地域にある大宜味村商工会は昭和53年5月に設立され、今年度の総会に
て、宮城弘隆新会長が選任され、宮城会長は35歳という若さで会長職に就任しました。総会後の懇親会での挨拶で、「会長職という
重責を担うにあたって、まだ早いのではないかと現時点でも思っているが、会員事業所の皆様の信頼を得てこそ会長職としての役
目を果たすことが出来る。なので、地域の商工業の経営改善を図るために、商工会の役割を再認識したい。そのためにも、会員事業
所への挨拶を兼ねて回りつつ、意見を積極的に募り、村や県、国の仕組みを活用して活性化に繋げたい。」と、35歳という若さを強
みに行動していくと述べられました。
現在、宮城会長は就任して約3ヶ月、仕事の合間や仕事終わりに会員事業所を回っている最中です。
また、宮城会長以外にも新役員が9名就任し、今年度より新体制となっております。役員の方々もバイタリティーが溢れる方々で
あり、団結力が持ち味で、大宜味村夏まつりに青年部が企画運営をしているハーリー大会にも初参加し、盛り上げてくれました。ま
た、ここ何年間かなかったクリーン活動も青年部と大宜味村建設業者会を呼びかけ、地域貢献の一環として取り組みました。
その新体制のもと平成27年度事業計画の重点事業として、①経営改善普及事業の充実強化（スーパーバイザーとの連携による
支援、エキスパート派遣推進等）、②会員加入増強推進、③共済推進、④青年部の育成及び活動強化、⑤商工観光振興委員会活動
強化の5点を挙げています。また、今年度に消費喚起として大宜味村では初めてとなるプレミアム付き商品券事業を8月3日よりス
タートさせています。プレミアム率20％を含む1200万円の発行額で実施しており、大宜味村では利用する場所がないから事業完
了することが出来るかどうかという不安の声が始める前にありましたが、8月末時点で残り約370万円（プレミアム分を含む）と順調
に販売しております。当事業は村外の消費購買流失を防ぐと共に、村内商工業の売上に少しでも寄与することで経営改善を図るこ
とを目的として実施しています。大宜味村商工会としては、地域の経済効果を作り上げると同時に、それだけでは根本的に改善に繋
がらないので、重点事業①での個々の事業所の経営改善を図るために、あらゆる資源を活用及び連携を図り支援しています。
また、人材育成として青年部の活動強化を図るために、まつりテナントでのそれぞれの役割を与え、目標計画を立て、実行する。そ

して、結果を見直し、次回に活かすというPDCAを商工会青年部だからこそ意識し、実施しています。その他に視察研修を今年度に
実施予定しています。
その他、商工観光振興委員会において会員事業の特産品を盛り込んだ大宜味ギフトセット企画予定をしており、ただ販売するの
ではなく、ふるさと納税を絡めた新たな形での販売をしていくことを予定しています。
最後に、会員事業所のために何が出来るかを意識し、役職員一丸となって商工業の発展に尽力し、大宜味村の地域活性化に繋げ

ていきたいと思います。

大宜味村商工会の紹介

宜野座村は沖縄本島のほぼ中央（へそ）に位置し、南は太平洋に面し、北は古知屋岳、ガラマン岳、漢那岳など山地・段丘部となって
おり、5つのダムを有する自然豊な村です。昭和21年4月に旧金武村（現金武町）から分村し「宜野座村」となりました。基幹産業の農業
は平成22年には「有機の里宜野座村」を宣言し、平成25年にはマンゴーの拠点産地に認定されています。
また、情報通信産業特別区及び振興地域として指定されサーバースペースとコールセンターからなる「宜野座サーバーファーム」が
あり、現在数百名の従業員が入居企業に雇用されるなど地域活性化に寄与しています。
観光振興にも力を入れており「カンナヴィラリゾート」や海洋資源を使用したタラソテラピーが利用できる施設「かりゆしカンナタラソ

ラグーナ」、東海岸初めての登録となる「道の駅ぎのざ（未来ぎのざ）」など観光誘客施設等も充実しています。
近年は、「阪神タイガース春季キャンプ地」や「沖縄バーガーフェスタＩＮぎのざ」で約1万人を集客するイベントを開催するなど注目を
集めている村です。
宜野座村商工会では、宜野座村役場との連携により「水と緑と太陽の里商品券」を販売し地域購買力の流出を防止するとともに小規
模事業者の売上アップに貢献する事業や商工会フェスティバルなど実施し地域経済の活性化に努めています。

宜野座村商工会の紹介

沖縄宜野座産紅豚とからし菜の完熟マンゴーソースバーガー全国ご当地バーガーグランプリへ出場する、炭火家　てんぷすの金城家主

「第 3 回沖縄バーガーフェスタＩＮぎのざ」
開催日：平成 27 年 11月 29 日（日）
場　所：漢那ダム多目的広場
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今
回
は
、う
る
ま
市
の「
㈱
G
E
N
K
I
」

代
表 

大
田
剛
義
さ
ん
の
経
営
革
新
承
認
事

例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平
成
19
年
２
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作

会
社（
情
報
通
信
業
）と
し
て
起
業
す
る
。

平
成
２２
年
か
ら
雇
用
の
安
定
を
図
る
た

め
、パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
事
業
を
開
始
し
、

沖
縄
市
・
う
る
ま
市
に
て
６
教
室
を
開
講

す
る
。

そ
の
後
、多
角
化
に
よ
る
新
事
業
分
野

へ
の
事
業
展
開
と
し
て
、厨
房
機
器
販
売

事
業
や
飲
食
店
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
。

本
業
で
あ
る
情
報
通
信
業
に
お
い
て
は
、

平
成
２５
年
４
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
シ

ス
テ
ム「
ら
く
ら
く
サ
イ
ト
P
r
o
」を
自

社
開
発
し
、個
別
対
応
に
て
個
人
事
業
主

向
け
に
販
売
す
る
が
、自
社
の
営
業
人
材

不
足
や
県
内
需
要
に
限
り
が
あ
る
こ
と
を

実
感
し
、販
売
方
法
の
転
換
で
、B 

t
o 

C
か
ら
法
人
向
け
に
B 

t
o 

B
へ
流
通

経
路
の
変
更
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
会
社
と
し
て
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、誰
で
も
ラ
ク

に
短
時
間
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
制
作
し
、個
人
を
中
心
と

し
た
販
売
方
法
を
B 

t
o 

C
か
ら
B 

t
o 

B
へ
流
通
経
路
を
変
更
し
た
う
え
で
、

経
営
革
新
計
画
作
成
に
あ
た
り
、新
た
な

販
売
方
式
で
着
実
に
具
現
化
へ
と
導
く
た

め
に
、シ
ス
テ
ム
の一
括
契
約
と
な
る
販
売
、

O
E
M
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
新
た
な
販
売

方
式
を
導
入
す
る
こ
と
で
、短
納
期
、低
コ

ス
ト
で
、ユ
ー
ザ
ー
が
収
益
事
業
を
行
え

る
よ
う
に
す
る
O
E
M
商
品
の
販
売
方
法

を
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
で
、商
圏
を

県
内
か
ら
県
外
へ
広
げ
、経
費
削
減
で
利

益
率
向
上
に
つ
な
げ
る
経
営
革
新
計
画
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。

　
現
在
、顧
客
を
増
や
す
た
め
に
奮
闘

中
だ
が
、広
報
や
販
路
展
開
す
る
う
え
で
、

当
社
は
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
プ
ロ
と
し

て
県
外
へ
と
商
圏
を
広
げ
、来
年
度
、再
来

年
度
と
着
実
に
顧
客
を
増
や
し
て
い
け
る

よ
う
に
取
り
組
む
。

今
回
、経
営
革
新
計
画
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、直
面
し
た
課
題
、解
決
す
る
た
め

の
目
標
が
し
っ
か
り
と
見
え
て
き
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

今
後
も
商
工
会
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
し
て
、低
利
融
資
や
補
助
金
等
の

多
様
な
支
援
を
活
用
し
な
が
ら
、経
営
の

安
定
化
を
図
り
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

創
造
す
る
企
業
へ
の
変
革
を
目
指
す
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
地
域
住
民
の

家
庭
用
家
電
販
売
、修
理
業
務
を

手
が
け
て
い
た
中
で
、北
谷
町
在
住

の一
般
家
庭
世
帯
の
構
造
に
つ
い
て

高
齢
者
世
帯
が
多
い
こ
と
、住
宅
が

古
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、こ
れ
ま
で
住
宅
の
ト
ー
タ
ル

保
守
管
理
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き

た
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活

用
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
、防
災
対
策
を
目
的
と
し
た

オ
ー
ル
電
化
事
業
を
計
画
し
た
。

採
択
後
は
チ
ラ
シ
折
込
み
や
看

板
を
作
成
し
て
事
業
の
周
知
を

図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、リ
フ
ォ
ー
ム

関
係
及
び
防
災
対
策
オ
ー
ル
電
化

の
仕
事
が
毎
月
1
〜
2
件
の
受
注

に
至
っ
て
い
る
。

代
表
者
の
嘉
陽
隆
さ
ん
は「
長
年

の
営
業
か
ら
、事
業
所
の
存
在
は
地

域
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
て
い
る
。今

回
メ
ニ
ュ
ー
を
絞
っ
て
周
知
を
図
っ

た
こ
と
に
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
上
手

く
響
き
、お
客
様
の
掘
り
起
こ
し
に

繋
が
っ
た
。現
在
は
受
注
頂
い
た
お

客
様
へ
の
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー（
既
存

事
業
の
電
気
工
事
者
と
し
て
の
強

み
を
活
か
し
て
電
化
製
品
の
扱
い

に
不
慣
れ
な
高
齢
者
へ
適
正
な
操

作
、使
用
方
法
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー

ト
）に
努
め

緩
や
か
な

繋
が
り
を

維
持
し
て

い
る
」と
話

し
、
今
後

も
商
工
会

を
通
し
て

国
や
県
な

ど
の
施
策

を
活
用
し

事
業
を
発

展
さ
せ
て

行
き
た
い

と
豊
富
を

述
べ
た
。
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あ れ か ら 40 年 ＝商工会設立40周年=

本
町
商
工
会
は
、
沖
縄
海
洋
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
五
十
年
六
月
二
十

七
日
に
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、「
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
同
年
八
月
二
十
二
日
に
特
別
認
可
法
人
西
原
町
商
工
会
と
し
て
県
知
事
の

認
可
を
受
け
、同
年
九
月
九
日
登
記
完
了
に
よ
り
設
立（
会
員
数 

百
九
十
三
名
）

し
、
本
年
（
会
員
数 

六
百
五
十
名
）
四
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
歴
代
の
役
職
員
並
び
に
会
員
各
位
の

尽
力
に
よ
り
、
組
織
の
拡
充
、
経
営
改
善
普
及
事
業
の
推
進
、
地
域
商
工
業
の

振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
商
工
会
は
設
立
四
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、
更
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
、
組

織
の
強
化
と
会
員
意
識
の
高
揚
、
商
工
会
活
動
の
活
性
化
を
促
進
し
、「
地
元

に
支
持
さ
れ
自
立
す
る
商
工
会
」
を
目
標
に
各
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

◉
西
原
町
商
工
会

今年度設立40周年を迎える商工会をご紹介します。
40年前各地の商工会はどんな様子だったのでしょう。　
写真をもとに振り返ってみましょう。

第６会通常総会 西原町商工会設立５周年祝賀会

西原町商工会婦人部設立通常総会 スポーツ大会へ参加

09 08●加入してよかった福祉共済。
　大切な商工会会員の皆様だからこそ加入できる特別な制度です！

●貯蓄・保証・融資　あなたの力になります商工貯蓄共済。
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あ れ か ら 40 年 ＝商工会設立40周年=

本
町
商
工
会
は
、
沖
縄
海
洋
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
五
十
年
六
月
二
十

七
日
に
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、「
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
同
年
八
月
二
十
二
日
に
特
別
認
可
法
人
西
原
町
商
工
会
と
し
て
県
知
事
の

認
可
を
受
け
、同
年
九
月
九
日
登
記
完
了
に
よ
り
設
立（
会
員
数 

百
九
十
三
名
）

し
、
本
年
（
会
員
数 

六
百
五
十
名
）
四
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
歴
代
の
役
職
員
並
び
に
会
員
各
位
の

尽
力
に
よ
り
、
組
織
の
拡
充
、
経
営
改
善
普
及
事
業
の
推
進
、
地
域
商
工
業
の

振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
商
工
会
は
設
立
四
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、
更
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
、
組

織
の
強
化
と
会
員
意
識
の
高
揚
、
商
工
会
活
動
の
活
性
化
を
促
進
し
、「
地
元

に
支
持
さ
れ
自
立
す
る
商
工
会
」
を
目
標
に
各
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

◉
西
原
町
商
工
会

今年度設立40周年を迎える商工会をご紹介します。
40年前各地の商工会はどんな様子だったのでしょう。　
写真をもとに振り返ってみましょう。

第６会通常総会 西原町商工会設立５周年祝賀会

西原町商工会婦人部設立通常総会 スポーツ大会へ参加

09 08●加入してよかった福祉共済。
　大切な商工会会員の皆様だからこそ加入できる特別な制度です！

●貯蓄・保証・融資　あなたの力になります商工貯蓄共済。
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「ありんくりん市」開催！
第18 回となる商工会の特産品フェア「ありんくりん市」が、今年は10 月 23 日（金）～25日（日）の3日間
の日程で奥武山公園産業まつり会場内にて開催されます。また、「特産品コンテスト」も行われ、県内商工会地域
で生産・加工・販売された特産品の中から、食品・非食品の各部門において、「県知事賞」の他各賞が選考され、フェ
ア期間中に受賞商品の表彰・展示・販売も行われます。
ありんくりん市会場内では、離島を含む県内 34 市町村商工会地域の様々な特産品が販売されるだけでなく、新
商品のお披露目も行われるなど、事業所の販路開拓の場として活用されています。
また、期間中フェア会場内でお買い物をされた方に抽選券を配布し、各市町村の特産品がその場で当たる「お楽
しみ抽選会」も実施しています。皆様も是非会場へお越しいただき、地域の特産品や企業、商工会の様々な取組
などをご覧下さい。

日 時：平成27年10月23日（金）
　　　　　　　　  ～25日（日）
　　　 午前10時～午後8時
場 所：奥武山公園（那覇市奥武山町52）

※お申込にあたっては当行所定の審査をさせていただいております。ご希望に沿いかねる場
合もございますので、予めご了承ください。

詳しくは海邦銀行窓口または営業担当者へお申出ください。

無担保の場合 1,000万円1,000万円1,000万円まで最高

担保付の場合 3,000万円3,000万円3,000万円まで最高

産 業 支 援 資 金

沖縄の「トリプルK（観光・健
康・環境）」事業に

必要な資金を積
極的にサポート沖縄の「トリプルK（観光・健

康・環境）」事業に

必要な資金を積
極的にサポート

◆ネーミングの由来　3産業が沖縄のリーディング産業として県内外に旋風（つむじ風）を
起こすようにという願いをこめて

創業・新事業の方も
ご相談下さい。

――  県内の産業〈観光・健康・環境〉を力強くサポート！  ――
◆商品概要
ご 利 用
いただける方

お 使 い み ち

ご 融 資 金 額

ご 融 資 期 間

ご 融 資 利 率

ご 融 資 形 式

ご 返 済 方 法

保 証 人

ご 相 談 に
必 要 な 書 類

県内にて事業を営む法人・個人事業者の方

トリプル K（観光・健康・環境）関連産業に必要な事業資金。
〈 主な 3 関連産業 〉

観光関連施設（民泊事業など）、レンタカー、ガソリンスタンド、パーキング、マリンレジャー、
お土産品店、沖縄の織物、観光客が利用する飲食関連（コンビニ・スーパー・食堂・レス
トランなど）、その他観光関連事業に必要な資金

健康食品・健康機器製造販売、医薬品・化粧品製造販売、健康食品・健康機器販売、介護
関連事業（デイサービス・介護老人施設など）、医療関連事業（一般的な診療病院・はり・マッ
サージ・歯科）、スポーツ関連施設、その他健康関連事業に必要な資金

新エネルギーに関連（太陽光・バイオマス・風力・地熱・水力）、リサイクルビジネス（容器包装・
家電・食品・建設など）、省エネ設備（空調機器・換気・電源・照明・冷蔵・冷凍設備、断熱材）、
環境対策設備（廃棄物の排出抑制・再生利用にかかる浄化・廃熱利用・節水設備など）、そ
の他環境関連事業に必要な資金

 無担保　50万円以上 1,000万円以内
 有担保　100万円以上 3,000万円以内
 無担保　運転 5 年以内（据置 3 ヶ月）、設備 7 年以内（据置 6 ヶ月）
 有担保　運転 10 年以内、設備 20 年以内（据置 12 ヶ月）
　　　　※但し、設備の場合は投資対象物件の法定耐用年数の範囲内とします。

当行所定の利率（変動金利）　
※詳しくは窓口までお問い合わせください

証書貸付

元金均等月賦返済、元利均等月賦返済

 法人の場合　代表者または実質的な経営権を有する方（会長、相談役等）
 個人事業者　原則不要

 法人の場合　決算書類一式（2 期分か 1 期分）
　　　　　　 代表者の運転免許証またはパスポート等
 個人事業者　確定申告書（2 期分か 1 期分）
　　　　　　 ご本人の運転免許証またはパスポート等

観
光

健
康

環
境

平成25年11月25日現在

※その他の資料をご用意いただく
　場合がございますのであらかじ
　めご了承ください。

小規模企業共済 検  索

1. 常時使用する従業員の数が、20名以下（商業、サービス業
5名以下）の個人事業主、個人事業主の共同経営者、又は
会社の役員の方が対象です。

2. 毎月3万円の掛金（年間36万円）で、例えば、課税対象所
得400万円の方ならば約11万円の節税になります。

3. 「小規模企業共済法」に基づき運営されています。

※掛金月額増額申込書がお手元に無い場合は、下記の共済相談室へ
　ご請求ください。

退職金の準備を
中小機構が
お手伝いします。

将来、「廃業」「役員退任」等が生じた
ときに共済金を受け取れます。
将来、「廃業」「役員退任」等が生じた
ときに共済金を受け取れます。
将来、「廃業」「役員退任」等が生じた
ときに共済金を受け取れます。
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●平成27年度　商工会トップセミナー
●青年部だより　●女性部だより
●「平成27年度販路開拓支援プロジェクト」（目利き商談会）
　平成27年度地域ビジネス力育成強化事業 戦略的経営管理普及促進支援
●創業塾・創業プレセミナー開催！　●平成27年度全国展開支援事業
●大宜味村商工会紹介・宜野座村商工会紹介
●百年企業物語
●あれから４０年（西原町商工会）　●小規模事業者持続化補助金採択者の声
●㈱GENKI　経営革新物語
●第18回商工会特産品フェア「ありんくりん市」開催予告

c o n t e n t s

「平成27年度販路開拓支援プロジェクト」
（4ページ上段に関連記事）

支援対象事業者選考会開催！（目利き商談会）




